韓国の農村部高齢者の自殺予防のための地域サポートシステムに関する研究―「マウルコミュニティ」の形成に焦点を当てて― by 金 信慧
 1 
１６ 
氏  名 金信慧 
学 位 の 種 類 博士（コミュニティ福祉学） 
報 告 番 号 乙第 353号 
学位授与年月日 2021年 3月 31日 
学位授与の要件 学位規則(昭和２８年４月１日文部省令第９号) 
第４条第２項該当 
学 位 論 文 題 目 韓国の農村部高齢者の自殺予防のための地域サポートシステムに関
する研究 ―「マウルコミュニティ」の形成に焦点を当てて― 
審 査 委 員 （主査） 西田 恵子（立教大学コミュニティ福祉学研究科教授） 
平野 方紹（立教大学コミュニティ福祉学研究科教授） 
湯澤 直美（立教大学コミュニティ福祉学研究科教授） 



















































 第 2 章では、広域自治体に焦点をあて、ピラミッド型自殺対策システムの現
状と課題について検討している。具体的には、広域自治体である京畿道を取り上
























































































保健的アプローチと福祉的アプローチ、第 1 次、2 次、3 次予防、多主体の実
践などを地域を基盤として有機的に繋げ展開する相互補完的なシステムの構築
がより有効に機能するという考え方を示している。  
なお、後続研究として特に期待したいことは次のとおりである。 
第一に、マウルコミュニティづくりにおける専門職の役割と機能についてで
ある。今後の研究課題として言及されてはいるが、本論文が地域サポートシステ
ムを構想するものであれば欠かせない要素であり、より具体的かつ精緻な検討
がほしかった。 
第二に、マウルコミュニティづくりや社会的経済組織などへの補助金による
誘導についての検討である。韓国で生じている問題事例の把握、利害関係・権力
関係の発生構造、住民主体と活動基盤の整備の関わり、主体性やボランタリズム
など価値への影響など、補助金の功罪にも言及されているとよかった。 
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以上、本研究には複数の課題が残るが、テーマが持つ学術的かつ今日的な意義、
研究課題に対する多元的な検討とその集積、実証研究に基づく一定のモデル提
示などの点において、学位（博士）授与に相当する学術的水準を満たしていると
言える。 
 
